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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自ユーザ端末がセルラ基地局とのＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）接続を維持しながらＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）への接続を行う制御部を備え、
　前記制御部は、
　　ＷＬＡＮ　ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスを含む情
報を自ユーザ端末に送信させるための要求を前記セルラ基地局から受信し、
　　前記要求の受信に応じて、自ユーザ端末のＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスを前記セルラ基
地局に送信し、
　　前記セルラ基地局から、前記ＷＬＡＮに含まれるＷＬＡＮアクセスポイントの識別子
を受信し、
　　前記識別子に対応する前記ＷＬＡＮアクセスポイントに対してＷＬＡＮ接続を行う
　ユーザ端末。
【請求項２】
　自セルラ基地局とのＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）接続を
維持しているユーザ端末にＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）への接続を行わせる制御を行う制御部を備え、
　前記制御部は、
　　ＷＬＡＮ　ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスを含む情
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報を送信させるための要求を前記ユーザ端末に送信し、
　　前記要求の送信に応じて、前記ユーザ端末のＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスを前記ユーザ
端末から受信し、
　　前記ＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスを、自セルラ基地局から前記ＷＬＡＮに含まれるＷＬ
ＡＮ装置に送信する
　セルラ基地局。
【請求項３】
　前記制御部は、
　　前記ＷＬＡＮに含まれるＷＬＡＮアクセスポイントの識別子を送信し、
　　前記ユーザ端末に前記識別子に対応する前記ＷＬＡＮアクセスポイントに対してＷＬ
ＡＮ接続を行わせる
　請求項２に記載のセルラ基地局。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記ユーザ端末に未送信のデータを、前記ＷＬＡＮ装置に送信する
　請求項２に記載のセルラ基地局。
【請求項５】
　ユーザ端末に備えられるプロセッサであって、
　前記ユーザ端末がセルラ基地局とのＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）接続を維持しながらＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）への接続を行う処理と、
　ＷＬＡＮ　ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスを含む情報
を自ユーザ端末に送信させるための要求を前記セルラ基地局から受信する処理と、
　前記要求の受信に応じて、前記ユーザ端末のＷＬＡＮ　ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスを前記セルラ基地局に送信する処理と、
　前記セルラ基地局から、前記ＷＬＡＮに含まれるＷＬＡＮアクセスポイントの識別子を
受信する処理と、
　前記識別子に対応する前記ＷＬＡＮアクセスポイントに対してＷＬＡＮ接続を行う処理
と、を実行する
　プロセッサ。
【請求項６】
　セルラ基地局に備えられるプロセッサであって、
　前記セルラ基地局とのＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）接続
を維持しているユーザ端末にＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）への接続を行わせる処理と、
　ＷＬＡＮ　ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスを含む情報
を送信させるための要求を前記ユーザ端末に送信する処理と、
　前記要求の送信に応じて、前記ユーザ端末のＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスを前記ユーザ端
末から受信する処理と、
　前記ＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスを、前記セルラ基地局から前記ＷＬＡＮに含まれるＷＬ
ＡＮ装置に送信する処理と、を実行する
　プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セルラ通信システムを無線ＬＡＮシステムと連携させるための通信制御方法
、ユーザ端末、セルラ基地局、及びアクセスポイントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、セルラ送受信機及び無線ＬＡＮ送受信機を有するユーザ端末（いわゆる、デュア
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ル端末）の普及が進んでいる。また、セルラ通信システムのオペレータにより管理される
無線ＬＡＮアクセスポイント（以下、単に「アクセスポイント」という）が増加している
。
【０００３】
　そこで、セルラ通信システムの標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅ
ｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）では、セルラ通信システムと
無線ＬＡＮシステムとの連携を強化できる技術が検討される予定である（非特許文献１参
照）。
【０００４】
　例えば、ユーザ端末とセルラ基地局との間で送受信されるトラフィックを無線ＬＡＮシ
ステムに移行（すなわち、オフロード）させて、セルラ基地局のトラフィック負荷を無線
ＬＡＮシステムに分散させる方法が考えられる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ寄書　ＲＰ－１２０１４５５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、現状では、上述したオフロードに係るユーザ端末とアクセスポイントと
の接続を制御するための認証（無線認証及びネットワーク認証）の仕組みが存在しないの
で、円滑なオフロードを実現することが困難であった。
【０００７】
　そこで、本発明は、セルラ基地局からアクセスポイントへの円滑なオフロードを実現可
能とする通信制御方法、ユーザ端末、セルラ基地局、及びアクセスポイントを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の特徴に係る通信制御方法は、ユーザ端末とセルラ基地局との間で送受信されるト
ラフィックを無線ＬＡＮシステムに移行させるオフロードを行うための方法である。前記
通信制御方法は、前記ユーザ端末が、前記無線ＬＡＮシステムにおける前記ユーザ端末の
識別子である無線ＬＡＮ端末識別子を前記セルラ基地局に送信するステップＡと、前記セ
ルラ基地局が、前記オフロードを行う前において、前記ユーザ端末から受信した前記無線
ＬＡＮ端末識別子を前記無線ＬＡＮシステムのアクセスポイントに送信するステップＢと
、を有する。前記無線ＬＡＮ端末識別子は、前記アクセスポイントにおいて前記ユーザ端
末の無線認証に使用される。
【０００９】
　第２の特徴に係るユーザ端末は、セルラ送受信機及び無線ＬＡＮ送受信機を有しており
、前記セルラ送受信機によりセルラ基地局と接続する。前記ユーザ端末は、無線ＬＡＮシ
ステムにおける前記ユーザ端末の識別子である無線ＬＡＮ端末識別子を前記セルラ基地局
に送信するよう前記セルラ送受信機を制御する制御部を備える。前記制御部は、前記無線
ＬＡＮシステムのアクセスポイントへの接続を要求する第１の接続要求を前記セルラ基地
局から前記セルラ送受信機が受信すると、前記無線ＬＡＮ端末識別子を含んだ第２の接続
要求を前記アクセスポイントに送信するよう前記無線ＬＡＮ送受信機を制御する。
【００１０】
　第３の特徴に係るセルラ基地局は、セルラ送受信機及び無線ＬＡＮ送受信機を有するユ
ーザ端末と接続する。前記セルラ基地局は、無線ＬＡＮシステムにおける前記ユーザ端末
の識別子である無線ＬＡＮ端末識別子を前記ユーザ端末から受信する受信部と、前記ユー
ザ端末と前記セルラ基地局との間で送受信されるトラフィックを前記無線ＬＡＮシステム
に移行させるオフロードを行う前において、前記無線ＬＡＮ端末識別子を前記無線ＬＡＮ
システムのアクセスポイントに送信する送信部と、を備える。前記無線ＬＡＮ端末識別子
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は、前記アクセスポイントにおいて前記ユーザ端末の無線認証に使用される。
【００１１】
　第４の特徴に係るアクセスポイントは、無線ＬＡＮシステムのアクセスポイントである
。前記アクセスポイントは、前記無線ＬＡＮシステムにおけるユーザ端末の識別子である
無線ＬＡＮ端末識別子をセルラ基地局から受信する第１の受信部と、前記無線ＬＡＮ端末
識別子を含んだ接続要求を前記ユーザ端末から受信する第２の受信部と、前記セルラ基地
局から受信した前記無線ＬＡＮ端末識別子と、前記接続要求に含まれる前記無線ＬＡＮ端
末識別子と、が一致する場合に、前記ユーザ端末の無線認証を完了するとともに、前記ユ
ーザ端末のネットワーク認証手順を開始する制御部と、を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る通信制御方法、ユーザ端末、セルラ基地局、及びアクセスポイントは、セ
ルラ基地局からアクセスポイントへの円滑なオフロードを実現可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１実施形態及び第２実施形態に係るシステム構成図である。
【図２】第１実施形態及び第２実施形態に係るＵＥ（ユーザ端末）のブロック図である。
【図３】第１実施形態及び第２実施形態に係るｅＮＢ（セルラ基地局）のブロック図であ
る。
【図４】第１実施形態及び第２実施形態に係るＡＰ（アクセスポイント）のブロック図で
ある。
【図５】ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図である。
【図６】第１実施形態及び第２実施形態に係る動作環境を説明するための図である。
【図７】第１実施形態に係る事前動作を示すシーケンス図である。
【図８】第１実施形態に係るオフロード動作を示すシーケンス図である。
【図９】第２実施形態に係る事前動作を示すシーケンス図である。
【図１０】第２実施形態に係るオフロード動作を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　［実施形態の概要］
　第１実施形態及び第２実施形態に係る通信制御方法は、ユーザ端末とセルラ基地局との
間で送受信されるトラフィックを無線ＬＡＮシステムに移行させるオフロードを行うため
の方法である。前記通信制御方法は、前記ユーザ端末が、前記無線ＬＡＮシステムにおけ
る前記ユーザ端末の識別子である無線ＬＡＮ端末識別子を前記セルラ基地局に送信するス
テップＡと、前記セルラ基地局が、前記オフロードを行う前において、前記ユーザ端末か
ら受信した前記無線ＬＡＮ端末識別子を前記無線ＬＡＮシステムのアクセスポイントに送
信するステップＢと、を有する。前記無線ＬＡＮ端末識別子は、前記アクセスポイントに
おいて前記ユーザ端末の無線認証に使用される。
【００１５】
　第１実施形態及び第２実施形態では、前記ユーザ端末は、セルラ送受信機及び無線ＬＡ
Ｎ送受信機を有している。前記無線ＬＡＮ端末識別子は、前記無線ＬＡＮ送受信機に割り
振られているＭＡＣアドレスである。
【００１６】
　第１実施形態及び第２実施形態では、前記ステップＡにおいて、前記ユーザ端末は、前
記セルラ基地局への接続要求に前記無線ＬＡＮ端末識別子を含めて送信する。
【００１７】
　第１実施形態及び第２実施形態では、前記通信制御方法は、前記セルラ基地局が、前記
オフロードを行う場合に、前記アクセスポイントへの接続を要求する第１の接続要求を前
記ユーザ端末に送信するステップＣと、前記ユーザ端末が、前記第１の接続要求の受信に
応じて、前記無線ＬＡＮ端末識別子を含んだ第２の接続要求を前記アクセスポイントに送
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信するステップＤと、前記アクセスポイントが、前記セルラ基地局から受信した前記無線
ＬＡＮ端末識別子と、前記第２の接続要求に含まれる前記無線ＬＡＮ端末識別子と、が一
致する場合に、前記無線認証を完了するとともに、前記ユーザ端末のネットワーク認証手
順を開始するステップＥと、をさらに有する。
【００１８】
　第１実施形態では、前記ネットワーク認証手順において、前記アクセスポイントは、前
記ユーザ端末を代理して、ＷＬＡＮ認証サーバへの認証要求を行う。
【００１９】
　第１実施形態では、前記ステップＡにおいて、前記ユーザ端末は、前記ＷＬＡＮ認証サ
ーバにより前記ユーザ端末の認証に使用されるネットワーク認証情報を前記セルラ基地局
にさらに送信する。前記ステップＢにおいて、前記セルラ基地局は、前記ユーザ端末から
受信した前記ネットワーク認証情報を前記アクセスポイントにさらに送信する。前記ネッ
トワーク認証手順において、前記アクセスポイントは、前記ネットワーク認証情報を前記
認証要求に含める。
【００２０】
　第１実施形態では、前記ネットワーク認証手順において、前記アクセスポイントは、前
記セルラ基地局及びセルラ認証サーバ経由で前記ＷＬＡＮ認証サーバに前記認証要求を行
う。
【００２１】
　第２実施形態では、前記ネットワーク認証手順において、前記アクセスポイントは、前
記ユーザ端末を代理して、セルラ認証サーバへの認証要求を行う。
【００２２】
　第２実施形態では、前記ステップＢにおいて、前記セルラ基地局は、セルラ通信システ
ムにおける前記ユーザ端末の識別子であるセルラ端末識別子を前記アクセスポイントにさ
らに送信する。前記ネットワーク認証手順において、前記アクセスポイントは、前記セル
ラ端末識別子を前記認証要求に含める。
【００２３】
　第２実施形態では、前記ネットワーク認証手順において、前記アクセスポイントは、Ｗ
ＬＡＮ認証サーバ経由で前記セルラ認証サーバに前記認証要求を行う。
【００２４】
　第１実施形態及び第２実施形態に係るユーザ端末は、セルラ送受信機及び無線ＬＡＮ送
受信機を有しており、前記セルラ送受信機によりセルラ基地局と接続する。前記ユーザ端
末は、無線ＬＡＮシステムにおける前記ユーザ端末の識別子である無線ＬＡＮ端末識別子
を前記セルラ基地局に送信するよう前記セルラ送受信機を制御する制御部を備える。前記
制御部は、前記無線ＬＡＮシステムのアクセスポイントへの接続を要求する第１の接続要
求を前記セルラ基地局から前記セルラ送受信機が受信すると、前記無線ＬＡＮ端末識別子
を含んだ第２の接続要求を前記アクセスポイントに送信するよう前記無線ＬＡＮ送受信機
を制御する。
【００２５】
　第１実施形態及び第２実施形態に係るセルラ基地局は、セルラ送受信機及び無線ＬＡＮ
送受信機を有するユーザ端末と接続する。前記セルラ基地局は、無線ＬＡＮシステムにお
ける前記ユーザ端末の識別子である無線ＬＡＮ端末識別子を前記ユーザ端末から受信する
受信部と、前記ユーザ端末と前記セルラ基地局との間で送受信されるトラフィックを前記
無線ＬＡＮシステムに移行させるオフロードを行う前において、前記無線ＬＡＮ端末識別
子を前記無線ＬＡＮシステムのアクセスポイントに送信する送信部と、を備える。前記無
線ＬＡＮ端末識別子は、前記アクセスポイントにおいて前記ユーザ端末の無線認証に使用
される。
【００２６】
　第１実施形態及び第２実施形態に係るアクセスポイントは、無線ＬＡＮシステムのアク
セスポイントである。前記アクセスポイントは、前記無線ＬＡＮシステムにおけるユーザ
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端末の識別子である無線ＬＡＮ端末識別子をセルラ基地局から受信する第１の受信部と、
前記無線ＬＡＮ端末識別子を含んだ接続要求を前記ユーザ端末から受信する第２の受信部
と、前記セルラ基地局から受信した前記無線ＬＡＮ端末識別子と、前記接続要求に含まれ
る前記無線ＬＡＮ端末識別子と、が一致する場合に、前記ユーザ端末の無線認証を完了す
るとともに、前記ユーザ端末のネットワーク認証手順を開始する制御部と、を備える。
【００２７】
　［第１実施形態］
　以下、図面を参照して、３ＧＰＰ規格に準拠して構成されるセルラ通信システム（ＬＴ
Ｅシステム）を無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）システムと連携させる場合の各実施形態を説明す
る。
【００２８】
　（システム構成）
　図１は、第１実施形態に係るシステム構成図である。図１に示すように、セルラ通信シ
ステムは、複数のＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１００と、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅ
ｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）１０と、ＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）２０と、を含む
。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、無線アクセスネットワークに相当する。ＥＰＣ２０は、コアネ
ットワークに相当する。
【００２９】
　ＵＥ１００は、移動型の無線通信装置であり、接続を確立したセルとの無線通信を行う
。ＵＥ１００はユーザ端末に相当する。ＵＥ１００は、セルラ通信及びＷＬＡＮ通信の両
通信方式をサポートする端末（デュアル端末）である。
【００３０】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、複数のｅＮＢ２００（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を含む
。ｅＮＢ２００はセルラ基地局に相当する。ｅＮＢ２００は、１又は複数のセルを管理し
ており、自セルとの接続を確立したＵＥ１００との無線通信を行う。なお、「セル」は、
無線通信エリアの最小単位を示す用語として使用される他に、ＵＥ１００との無線通信を
行う機能を示す用語としても使用される。また、ｅＮＢ２００は、例えば、無線リソース
管理（ＲＲＭ）機能と、ユーザデータのルーティング機能と、モビリティ制御及びスケジ
ューリングのための測定制御機能と、を有する。
【００３１】
　ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に接続される。また、ｅＮＢ２０
０は、Ｓ１インターフェイスを介して、ＥＰＣ２０に含まれるＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ５００と
接続される。
【００３２】
　ＥＰＣ２０は、複数のＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔ
ｙ）／Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－Ｇａｔｅｗａｙ）５００を含む。ＭＭＥは、ＵＥ１０
０に対する各種モビリティ制御等を行うネットワークノードであり、制御局に相当する。
Ｓ－ＧＷは、ユーザデータの転送制御を行うネットワークノードであり、交換局に相当す
る。
【００３３】
　ＷＬＡＮシステムは、ＷＬＡＮ　ＡＰ（以下、「ＡＰ」と称する）３００を含む。ＷＬ
ＡＮシステムは、例えばＩＥＥＥ　８０２．１１諸規格に準拠して構成される。ＡＰ３０
０は、セルラ周波数帯とは異なる周波数帯（ＷＬＡＮ周波数帯）でＵＥ１００との通信を
行う。ＡＰ３００は、ルータなどを介してＥＰＣ２０に接続される。
【００３４】
　尚、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００が個別に配置される場合に限らず、ｅＮＢ２００及び
ＡＰ３００が同じ場所に配置（Ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ）されていてもよい。Ｃｏｌｌｏｃ
ａｔｅｄの一形態として、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００がオペレータの任意のインターフ
ェイスで直接的に接続されていてもよい。
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【００３５】
　ＥＰＣ２０は、セルラ通信システムにおいてＵＥ１００のネットワーク認証を行うセル
ラ認証サーバ６００と、ＷＬＡＮシステムにおいてＵＥ１００のネットワーク認証を行う
ＷＬＡＮ認証サーバ７００と、をさらに含む。ＵＥ１００は、セルラ認証サーバ６００に
よるネットワーク認証に成功すると、セルラ通信システムに接続可能になる。また、ＵＥ
１００は、ＷＬＡＮ認証サーバ７００によるネットワーク認証に成功すると、ＷＬＡＮシ
ステムに接続可能になる。
【００３６】
　次に、ＵＥ１００、ｅＮＢ２００、及びＡＰ３００の構成を説明する。
【００３７】
　図２は、ＵＥ１００のブロック図である。図２に示すように、ＵＥ１００は、アンテナ
１０１及び１０２と、セルラ送受信機１１１と、ＷＬＡＮ送受信機１１２と、ユーザイン
ターフェイス１２０と、ＧＮＳＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌ
ｉｔｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信機１３０と、バッテリ１４０と、メモリ１５０と、プロセッ
サ１６０と、を有する。メモリ１５０及びプロセッサ１６０は、制御部を構成する。ＵＥ
１００は、ＧＮＳＳ受信機１３０を有していなくてもよい。また、メモリ１５０をプロセ
ッサ１６０と一体化し、このセット（すなわち、チップセット）をプロセッサ１６０’と
してもよい。
【００３８】
　アンテナ１０１及びセルラ送受信機１１１は、セルラ無線信号の送受信に用いられる。
セルラ送受信機１１１は、プロセッサ１６０が出力するベースバンド信号をセルラ無線信
号に変換してアンテナ１０１から送信する。また、セルラ送受信機１１１は、アンテナ１
０１が受信するセルラ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ１６０に出力す
る。
【００３９】
　アンテナ１０２及びＷＬＡＮ送受信機１１２は、ＷＬＡＮ無線信号の送受信に用いられ
る。ＷＬＡＮ送受信機１１２は、プロセッサ１６０が出力するベースバンド信号をＷＬＡ
Ｎ無線信号に変換してアンテナ１０２から送信する。また、ＷＬＡＮ送受信機１１２は、
アンテナ１０２が受信するＷＬＡＮ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ１
６０に出力する。
【００４０】
　ＷＬＡＮ送受信機１１２には、ＷＬＡＮシステムにおけるＵＥ１００の識別子として、
ＭＡＣアドレス（以下、「ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤ」という）が割り振られている。ＷＬ
ＡＮ送受信機１１２が送受信するＷＬＡＮ無線信号には、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが含ま
れている。
【００４１】
　ユーザインターフェイス１２０は、ＵＥ１００を所持するユーザとのインターフェイス
であり、例えば、ディスプレイ、マイク、スピーカ、及び各種ボタンなどを含む。ユーザ
インターフェイス１２０は、ユーザからの入力を受け付けて、該入力の内容を示す信号を
プロセッサ１６０に出力する。ＧＮＳＳ受信機１３０は、ＵＥ１００の地理的な位置を示
す位置情報を得るために、ＧＮＳＳ信号を受信して、受信した信号をプロセッサ１６０に
出力する。バッテリ１４０は、ＵＥ１００の各ブロックに供給すべき電力を蓄える。
【００４２】
　メモリ１５０は、プロセッサ１６０によって実行されるプログラムと、プロセッサ１６
０による処理に使用される情報と、を記憶する。プロセッサ１６０は、ベースバンド信号
の変調・復調及び符号化・復号などを行うベースバンドプロセッサと、メモリ１５０に記
憶されるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を含む。プロセッサ１６０は
、さらに、音声・映像信号の符号化・復号を行うコーデックを含んでもよい。プロセッサ
１６０は、後述する各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。
【００４３】
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　図３は、ｅＮＢ２００のブロック図である。図３に示すように、ｅＮＢ２００は、アン
テナ２０１と、セルラ送受信機２１０と、ネットワークインターフェイス２２０と、メモ
リ２３０と、プロセッサ２４０と、を有する。メモリ２３０及びプロセッサ２４０は、制
御部を構成する。
【００４４】
　アンテナ２０１及びセルラ送受信機２１０は、セルラ無線信号の送受信に用いられる。
セルラ送受信機２１０は、プロセッサ２４０が出力するベースバンド信号をセルラ無線信
号に変換してアンテナ２０１から送信する。また、セルラ送受信機２１０は、アンテナ２
０１が受信するセルラ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ２４０に出力す
る。
【００４５】
　ネットワークインターフェイス２２０は、Ｘ２インターフェイスを介して隣接ｅＮＢ２
００と接続され、Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ５００と接続される。
また、ネットワークインターフェイス２２０は、ＥＰＣ２０を介したＡＰ３００との通信
に使用される。
【００４６】
　メモリ２３０は、プロセッサ２４０によって実行されるプログラムと、プロセッサ２４
０による処理に使用される情報と、を記憶する。プロセッサ２４０は、ベースバンド信号
の変調・復調及び符号化・復号などを行うベースバンドプロセッサと、メモリ２３０に記
憶されるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を含む。プロセッサ２４０は
、後述する各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。
【００４７】
　図４は、ＡＰ３００のブロック図である。図４に示すように、ＡＰ３００は、アンテナ
３０１と、ＷＬＡＮ送受信機３１１と、ネットワークインターフェイス３２０と、メモリ
３３０と、プロセッサ３４０と、を有する。
【００４８】
　アンテナ３０１及びＷＬＡＮ送受信機３１１は、ＷＬＡＮ無線信号の送受信に用いられ
る。ＷＬＡＮ送受信機３１１は、プロセッサ３４０が出力するベースバンド信号をＷＬＡ
Ｎ無線信号に変換してアンテナ３０１から送信する。また、ＷＬＡＮ送受信機３１１は、
アンテナ３０１が受信するＷＬＡＮ無線信号をベースバンド信号に変換してプロセッサ３
４０に出力する。
【００４９】
　ネットワークインターフェイス３２０は、ルータなどを介してＥＰＣ２０と接続される
。また、ネットワークインターフェイス３２０は、ＥＰＣ２０を介したｅＮＢ２００との
通信に使用される。
【００５０】
　メモリ３３０は、プロセッサ３４０によって実行されるプログラムと、プロセッサ３４
０による処理に使用される情報と、を記憶する。プロセッサ３４０は、ベースバンド信号
の変調・復調及び符号化・復号などを行うベースバンドプロセッサと、メモリ３３０に記
憶されるプログラムを実行して各種の処理を行うＣＰＵと、を含む。
【００５１】
　図５は、セルラ通信システムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図で
ある。図５に示すように、無線インターフェイスプロトコルは、ＯＳＩ参照モデルのレイ
ヤ１乃至レイヤ３に区分されており、レイヤ１は物理（ＰＨＹ）レイヤである。レイヤ２
は、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＲＬＣ（Ｒａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎ
ｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤと、を含む。レイヤ３は、ＲＲＣ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤを含む。
【００５２】
　物理レイヤは、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及び
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リソースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００の物理レイヤとｅＮＢ２００の物
理レイヤとの間では、物理チャネルを介してデータが伝送される。
【００５３】
　ＭＡＣレイヤは、データの優先制御、及びハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送
処理などを行う。ＵＥ１００のＭＡＣレイヤとｅＮＢ２００のＭＡＣレイヤとの間では、
トランスポートチャネルを介してデータが伝送される。ｅＮＢ２００のＭＡＣレイヤは、
上下リンクのトランスポートフォーマット（トランスポートブロックサイズ、変調・符号
化方式など）、及び割当リソースブロックを選択するスケジューラを含む。
【００５４】
　ＲＬＣレイヤは、ＭＡＣレイヤ及び物理レイヤの機能を利用してデータを受信側のＲＬ
Ｃレイヤに伝送する。ＵＥ１００のＲＬＣレイヤとｅＮＢ２００のＲＬＣレイヤとの間で
は、論理チャネルを介してデータが伝送される。
【００５５】
　ＰＤＣＰレイヤは、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化を行う。
【００５６】
　ＲＲＣレイヤは、制御プレーンでのみ定義される。ＵＥ１００のＲＲＣレイヤとｅＮＢ
２００のＲＲＣレイヤとの間では、各種設定のための制御メッセージ（ＲＲＣメッセージ
）が伝送される。ＲＲＣレイヤは、無線ベアラの確立、再確立及び解放に応じて、論理チ
ャネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ１００のＲＲＣと
ｅＮＢ２００のＲＲＣとの間に接続（ＲＲＣ接続）がある場合、ＵＥ１００は接続状態（
ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｓｔａｔｅ）であり、そうでない場合、ＵＥ１００はアイ
ドル状態（ＲＲＣ　ｉｄｌｅ　ｓｔａｔｅ）である。
【００５７】
　ＲＲＣレイヤの上位に位置するＮＡＳ(Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ)レイヤ
は、セッション管理及びモビリティ管理などを行う。
【００５８】
　（第１実施形態に係る動作）
　次に、第１実施形態に係る動作について説明する。
【００５９】
　（１）動作環境
　図６は、第１実施形態に係る動作環境を説明するための図である。図６に示すように、
ｅＮＢ２００のカバレッジ内に複数のＡＰ３００が設けられている。複数のＡＰ３００の
それぞれは、オペレータにより管理されるＡＰ（Ｏｐｅｒａｔｏｒ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅ
ｄ　ＡＰ）である。
【００６０】
　また、ｅＮＢ２００のカバレッジ内に複数のＵＥ１００が位置している。ＵＥ１００－
１乃至ＵＥ１００－３は、ｅＮＢ２００と接続しており、ｅＮＢ２００とのセルラ通信を
行っている。ＵＥ１００－４はＡＰ３００－３に接続しており、ＡＰ３００－３とのＷＬ
ＡＮ通信を行っている。
【００６１】
　ｅＮＢ２００が多数のＵＥ１００を収容する場合、ｅＮＢ２００の負荷レベルが高くな
る。ここで負荷レベルとは、ｅＮＢ２００のトラフィック負荷又はｅＮＢ２００の無線リ
ソース使用率など、ｅＮＢ２００の混雑度を意味する。よって、ＵＥ１００とｅＮＢ２０
０との間で送受信されるトラフィックの少なくとも一部をＷＬＡＮシステムに移行させる
ことにより、ｅＮＢ２００のトラフィック負荷をＷＬＡＮシステムに分散できる。
【００６２】
　以下において、ＵＥ１００とｅＮＢ２００との間で送受信されるトラフィックをＷＬＡ
Ｎシステムに移行（以下、「オフロード」という）させるための動作を説明する。ここで
オフロードとは、ＵＥ１００とｅＮＢ２００との間で送受信されるトラフィックの全てを
ＷＬＡＮシステムに移行させる場合に限らず、ＵＥ１００とｅＮＢ２００との接続を維持
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しながら少なくとも一部のトラフィックをＷＬＡＮシステムに移行させる場合も含む。
【００６３】
　（２）事前動作
　図７は、第１実施形態に係る事前動作を示すシーケンス図である。ここで事前動作とは
、オフロードが開始されるよりも前の時点において行われる動作である。図７において、
ＡＰ３００はｅＮＢ２００のカバレッジのＡＰ３００である。図７の初期状態において、
ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００及びＡＰ３００の何れとも接続していない。
【００６４】
　図７に示すように、ステップＳ１０１において、ＵＥ１００のプロセッサ１６０は、ｅ
ＮＢ２００への接続を要求する接続要求を、セルラ送受信機１１１からｅＮＢ２００に送
信する。接続要求は、セルラ通信システムにおける認証に使用される情報（ＬＴＥ情報）
に加えて、ＷＬＡＮシステムにおける認証に使用される情報（ＷＬＡＮ情報）を含む。Ｌ
ＴＥ情報は、セルラ通信システムにおけるＵＥ１００の識別子（以下、「ＵＥ　ＩＤ」と
いう）と、セルラ通信システムにおけるＵＥ１００のネットワーク認証情報（認証キー）
と、を含む。ＷＬＡＮ情報は、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤと、ＷＬＡＮシステムにおけるＵ
Ｅ１００のネットワーク認証情報（認証キー）と、を含む。ｅＮＢ２００のセルラ送受信
機２１０は、ＵＥ１００からの接続要求を受信する。
【００６５】
　ステップＳ１０２において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、セルラ送受信機２１
０が受信した接続要求に含まれるＷＬＡＮ情報をメモリ２３０に格納（登録）する。
【００６６】
　ステップＳ１０３において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、セルラ送受信機２１
０が受信した接続要求に含まれるＬＴＥ情報を、ネットワークインターフェイス２２０か
らセルラ認証サーバ６００に送信する。セルラ認証サーバ６００は、ｅＮＢ２００からの
ＬＴＥ情報を受信する。
【００６７】
　ステップＳ１０４において、セルラ認証サーバ６００は、ｅＮＢ２００からのＬＴＥ情
報に基づいて、ＵＥ１００のネットワーク認証を行う。ここでは、認証に成功し、セルラ
認証サーバ６００がＵＥ１００とｅＮＢ２００との接続を許可したと仮定して説明を進め
る。
【００６８】
　ステップＳ１０５において、セルラ認証サーバ６００は、接続の許可を示す接続許可を
ｅＮＢ２００に送信する。ｅＮＢ２００のネットワークインターフェイス２２０は、接続
許可を受信する。
【００６９】
　ステップＳ１０６において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、ネットワークインタ
ーフェイス２２０が受信した接続許可を、セルラ送受信機２１０からＵＥ１００に送信す
る。ＵＥ１００のセルラ送受信機１１１は、ｅＮＢ２００から接続許可を受信する。ＵＥ
１００のプロセッサ１６０は、セルラ送受信機１１１が受信した接続許可に応じて、ｅＮ
Ｂ２００との接続（ＲＲＣ接続）を確立する。
【００７０】
　ステップＳ１０７において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、メモリ２３０に格納
されているＵＥ１００のＷＬＡＮ情報（ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む）を、ネットワー
クインターフェイス２２０からＡＰ３００に送信する。ＡＰ３００のネットワークインタ
ーフェイス３２０は、ｅＮＢ２００からのＷＬＡＮ情報を受信する。
【００７１】
　ステップＳ１０８において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ネットワークインター
フェイス３２０が受信したＷＬＡＮ情報をメモリ３３０に格納（登録）する。尚、ＡＰ３
００のプロセッサ３４０は、ｅＮＢ２００から受信したＷＬＡＮ情報を認証要求リストと
して管理する。
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【００７２】
　（３）オフロード動作
　図８は、第１実施形態に係るオフロード動作を示すシーケンス図である。
【００７３】
　図８に示すように、ステップＳ１５１において、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００との接続
を確立した状態（接続状態）にある。
【００７４】
　ステップＳ１５２において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、ＷＬＡＮシステム（
ＡＰ３００）への接続を要求するＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）を、セルラ送受信
機２１０からＵＥ１００に送信する。ＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）は、ＵＥ１０
０が接続すべきＡＰ３００に関する情報（ＡＰ識別子など）を含んでもよい。ＵＥ１００
のセルラ送受信機１１１は、ｅＮＢ２００からＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）を受
信する。
【００７５】
　ステップＳ１５３において、ＵＥ１００のプロセッサ１６０は、セルラ送受信機１１１
が受信したＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）に応じて、ＡＰ３００との接続を要求す
るＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要求）を、ＷＬＡＮ送受信機１１２からＡＰ３００に送
信する。ＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要求）は、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。ＡＰ
３００のＷＬＡＮ送受信機３１１は、ＵＥ１００からのＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要
求）を受信する。
【００７６】
　ステップＳ１５４において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ＷＬＡＮ送受信機３１
１が受信したＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要求）に含まれるＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが
、メモリ３３０に格納されている認証要求リストに含まれるＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤと一
致するか否かを確認する。各ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが一致する場合、プロセッサ３４０
は、ＵＥ１００がｅＮＢ２００からのオフロードに係るＵＥ１００であることを認識する
。また、各ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが一致する場合、プロセッサ３４０は、ＵＥ１００の
無線認証を完了し、無線レベルでのＵＥ１００の接続を許可するとともに、ネットワーク
認証手順を開始する。ここでは、各ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが一致すると仮定して、説明
を進める。
【００７７】
　ステップＳ１５５において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ＵＥ１００を代理して
行う認証要求である代理認証要求を、ネットワークインターフェイス３２０からｅＮＢ２
００に送信する。代理認証要求は、ステップＳ１５４で一致したＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤ
に対応するＷＬＡＮ情報を含む。ｅＮＢ２００のネットワークインターフェイス２２０は
、ＡＰ３００からの代理認証要求を受信する。
【００７８】
　ステップＳ１５６において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、ネットワークインタ
ーフェイス２２０が受信した代理認証要求にＵＥ１００のＵＥ　ＩＤを追加し、ＵＥ　Ｉ
Ｄを追加した代理認証要求を、ネットワークインターフェイス２２０からセルラ認証サー
バ６００に送信する。セルラ認証サーバ６００は、ｅＮＢ２００からの代理認証要求を受
信する。
【００７９】
　ステップＳ１５７において、セルラ認証サーバ６００は、ｅＮＢ２００からの代理認証
要求をＷＬＡＮ認証サーバ７００に転送する。言い換えると、セルラ認証サーバ６００は
、ＷＬＡＮ認証サーバ７００に対して、ＵＥ１００の代わりに認証要求（代理認証要求）
を送出する。
【００８０】
　ステップＳ１５８において、ＷＬＡＮ認証サーバ７００は、セルラ認証サーバ６００か
らの代理認証要求に基づいて、ＵＥ１００の認証（ネットワーク認証）を行う。ＷＬＡＮ
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認証サーバ７００は、代理認証要求に含まれるネットワーク認証情報（認証キー）により
、ＵＥ１００の正当性を確認した場合に、認証成功とする。ここでは、ＷＬＡＮ認証サー
バ７００での認証に成功したと仮定して、説明を進める。
【００８１】
　ステップＳ１５９において、ＷＬＡＮ認証サーバ７００は、認証結果（ネットワーク認
証の成功を示す認証許可）をセルラ認証サーバ６００に送信する。認証許可は、ＵＥ　Ｉ
Ｄ及びＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。セルラ認証サーバ６００は、ＷＬＡＮ認証サーバ
７００からの認証許可を受信する。
【００８２】
　ステップＳ１６０において、セルラ認証サーバ６００は、ＷＬＡＮ認証サーバ７００か
らの認証許可をｅＮＢ２００に転送する。ｅＮＢ２００のネットワークインターフェイス
２２０は、セルラ認証サーバ６００からの認証許可を受信する。
【００８３】
　ステップＳ１６１において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、ネットワークインタ
ーフェイス２２０が受信した認証許可に応じて、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含んだ認証許
可を、ネットワークインターフェイス２２０からＡＰ３００に送信する。ＡＰ３００のネ
ットワークインターフェイス３２０は、ｅＮＢ２００からの認証許可を受信する。
【００８４】
　ステップＳ１６２において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ＡＰ３００との接続を
許可するＷＬＡＮ接続許可を、ＷＬＡＮ送受信機３１１からＵＥ１００に送信する。ＷＬ
ＡＮ接続許可は、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。ＷＬＡＮ接続許可は、オフロードする
トラフィックを指定する情報（ベアラ識別情報など）をさらに含んでもよい。ＵＥ１００
のＷＬＡＮ送受信機１１２は、ＡＰ３００からのＷＬＡＮ接続許可を受信する。
【００８５】
　ステップＳ１６３において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、オフロードに係るト
ラフィックのうちＵＥ１００に未送信のもの（未送信データ）を、ネットワークインター
フェイス２２０からＡＰ３００に送信する。
【００８６】
　ステップＳ１６４において、ＵＥ１００のプロセッサ１６０は、ＷＬＡＮ送受信機１１
２が受信したＷＬＡＮ接続許可に応じて、ＡＰ３００との接続を確立し、オフロードに係
るトラフィックをＡＰ３００と送受信する。
【００８７】
　（４）まとめ
　ＵＥ１００は、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを接続要求に含めてｅＮＢ２００に送信する。
ｅＮＢ２００は、オフロードを行う前において、ＵＥ１００から受信したＷＬＡＮ　ＭＡ
Ｃ－ＩＤをＷＬＡＮシステムのＡＰ３００に送信する。ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤは、ＡＰ
３００においてＵＥ１００の無線認証に使用される。これにより、オフロードを行った際
に、ＵＥ１００とＡＰ３００との間の無線認証を速やかに完了することができる。
【００８８】
　ｅＮＢ２００は、オフロードを行う場合に、ＡＰ３００への接続を要求する第１の接続
要求をＵＥ１００に送信する。ＵＥ１００は、第１の接続要求の受信に応じて、ＷＬＡＮ
　ＭＡＣ－ＩＤを含んだ第２の接続要求をＡＰ３００に送信する。ＡＰ３００は、ｅＮＢ
２００から受信したＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤと、第２の接続要求に含まれるＷＬＡＮ　Ｍ
ＡＣ－ＩＤと、が一致する場合に、無線認証を完了するとともに、ＵＥ１００のネットワ
ーク認証手順を開始する。これにより、ＵＥ１００とＡＰ３００との間の無線認証を速や
かに完了してネットワーク認証手順を開始することができる。
【００８９】
　第１実施形態では、ネットワーク認証手順において、ＡＰ３００は、ＵＥ１００を代理
して、ＷＬＡＮ認証サーバ７００への認証要求を行う。これにより、ＵＥ１００がＡＰ３
００に接続する際に、ＵＥ１００から認証要求を行う必要がないため、ネットワーク認証
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手順を速やかに開始することができる。
【００９０】
　第１実施形態では、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００との接続時に、ＷＬＡＮ認証サーバ７
００によりＵＥ１００の認証に使用されるネットワーク認証情報をｅＮＢ２００に送信す
る。ｅＮＢ２００は、オフロードを行う前において、ＵＥ１００から受信したネットワー
ク認証情報をＡＰ３００に送信する。そして、ネットワーク認証手順において、ＡＰ３０
０は、ネットワーク認証情報を認証要求に含める。これにより、ＵＥ１００がＡＰ３００
に接続する際に、ＵＥ１００からネットワーク認証情報を送信する必要がない。ネットワ
ーク認証情報についてはＵＥ１００のユーザが手動で入力することが一般的であり、その
ような手動入力を省略可能とすることにより、ネットワーク認証手順を速やかに開始でき
るだけでなく、ユーザの利便性も向上させることができる。
【００９１】
　第１実施形態では、ネットワーク認証手順において、ＡＰ３００は、ｅＮＢ２００及び
セルラ認証サーバ６００経由でＷＬＡＮ認証サーバ７００に認証要求を行う。これにより
、セルラ認証サーバ６００経由でＵＥ１００を代理してＷＬＡＮ認証サーバ７００に認証
を要求することができる。
【００９２】
　［第２実施形態］
　第２実施形態について、第１実施形態との相違点を主として説明する。第２実施形態に
係るシステム構成及び動作環境は第１実施形態と同様であるが、第２実施形態に係る事前
動作及びオフロード動作は第１実施形態と一部異なる。
【００９３】
　（１）事前動作
　図９は、第２実施形態に係る事前動作を示すシーケンス図である。
【００９４】
　図９に示すように、ステップＳ２０１において、ＵＥ１００のプロセッサ１６０は、ｅ
ＮＢ２００への接続を要求する接続要求を、セルラ送受信機１１１からｅＮＢ２００に送
信する。接続要求は、セルラ通信システムにおける認証に使用される情報（ＬＴＥ情報）
に加えて、ＷＬＡＮシステムにおける認証に使用される情報（ＷＬＡＮ情報）を含む。Ｌ
ＴＥ情報は、ＵＥ　ＩＤと、セルラ通信システムにおけるＵＥ１００のネットワーク認証
情報（認証キー）と、を含む。ＷＬＡＮ情報は、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。ｅＮＢ
２００のセルラ送受信機２１０は、ＵＥ１００からの接続要求を受信する。
【００９５】
　ステップＳ２０２において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、セルラ送受信機２１
０が受信した接続要求に含まれるＷＬＡＮ情報をメモリ２３０に格納（登録）する。
【００９６】
　ステップＳ２０３において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、セルラ送受信機２１
０が受信した接続要求に含まれるＬＴＥ情報を、ネットワークインターフェイス２２０か
らセルラ認証サーバ６００に送信する。セルラ認証サーバ６００は、ｅＮＢ２００からの
ＬＴＥ情報を受信する。
【００９７】
　ステップＳ２０４において、セルラ認証サーバ６００は、ｅＮＢ２００からのＬＴＥ情
報に基づいて、ＵＥ１００のネットワーク認証を行う。ここでは、認証に成功し、セルラ
認証サーバ６００がＵＥ１００とｅＮＢ２００との接続を許可したと仮定して説明を進め
る。
【００９８】
　ステップＳ２０５において、セルラ認証サーバ６００は、接続の許可を示す接続許可を
ｅＮＢ２００に送信する。ｅＮＢ２００のネットワークインターフェイス２２０は、接続
許可を受信する。
【００９９】
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　ステップＳ２０６において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、ネットワークインタ
ーフェイス２２０が受信した接続許可を、セルラ送受信機２１０からＵＥ１００に送信す
る。ＵＥ１００のセルラ送受信機１１１は、ｅＮＢ２００から接続許可を受信する。ＵＥ
１００のプロセッサ１６０は、セルラ送受信機１１１が受信した接続許可に応じて、ｅＮ
Ｂ２００との接続（ＲＲＣ接続）を確立する。
【０１００】
　ステップＳ２０７において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、メモリ２３０に格納
されているＵＥ１００のＷＬＡＮ情報（ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤ）と、ＵＥ１００のＵＥ
　ＩＤとを、ネットワークインターフェイス２２０からＡＰ３００に送信する。ＡＰ３０
０のネットワークインターフェイス３２０は、ｅＮＢ２００からのＷＬＡＮ情報（ＷＬＡ
Ｎ　ＭＡＣ－ＩＤ）及びＵＥ　ＩＤを受信する。
【０１０１】
　ステップＳ２０８において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ネットワークインター
フェイス３２０が受信したＷＬＡＮ情報（ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤ）及びＵＥ　ＩＤをメ
モリ３３０に格納（登録）する。尚、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ｅＮＢ２００か
ら受信したＷＬＡＮ情報（ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤ）及びＵＥ　ＩＤを認証要求リストと
して管理する。
【０１０２】
　（２）オフロード動作
　図１０は、第２実施形態に係るオフロード動作を示すシーケンス図である。
【０１０３】
　図１０に示すように、ステップＳ２５１において、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００との接
続を確立した状態（接続状態）にある。
【０１０４】
　ステップＳ２５２において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、ＷＬＡＮシステム（
ＡＰ３００）への接続を要求するＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）を、セルラ送受信
機２１０からＵＥ１００に送信する。ＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）は、ＵＥ１０
０が接続すべきＡＰ３００に関する情報（ＡＰ識別子など）を含んでもよい。ＵＥ１００
のセルラ送受信機１１１は、ｅＮＢ２００からＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）を受
信する。
【０１０５】
　ステップＳ２５３において、ＵＥ１００のプロセッサ１６０は、セルラ送受信機１１１
が受信したＷＬＡＮ接続要求（第１の接続要求）に応じて、ＡＰ３００との接続を要求す
るＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要求）を、ＷＬＡＮ送受信機１１２からＡＰ３００に送
信する。ＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要求）は、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。ＡＰ
３００のＷＬＡＮ送受信機３１１は、ＵＥ１００からのＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要
求）を受信する。
【０１０６】
　ステップＳ２５４において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ＷＬＡＮ送受信機３１
１が受信したＷＬＡＮ接続要求（第２の接続要求）に含まれるＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが
、メモリ３３０に格納されている認証要求リストに含まれるＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤと一
致するか否かを確認する。各ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが一致する場合、プロセッサ３４０
は、ＵＥ１００がｅＮＢ２００からのオフロードに係るＵＥ１００であることを認識する
。また、各ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが一致する場合、プロセッサ３４０は、ＵＥ１００の
無線認証を完了し、無線レベルでのＵＥ１００の接続を許可するとともに、ネットワーク
認証手順を開始する。ここでは、各ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤが一致すると仮定して、説明
を進める。
【０１０７】
　ステップＳ２５５において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ＵＥ１００を代理して
行う認証要求である代理認証要求を、ネットワークインターフェイス３２０からＡＰ３０



(15) JP 6105370 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

０に送信する。代理認証要求は、ステップＳ２５４で一致したＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤと
、そのＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤに対応するＵＥ　ＩＤと、を含む。ＷＬＡＮ認証サーバ７
００は、ＡＰ３００からの代理認証要求を受信する。
【０１０８】
　ステップＳ２５６において、ＷＬＡＮ認証サーバ７００は、ＡＰ３００から受信した代
理認証要求をセルラ認証サーバ６００に転送する。セルラ認証サーバ６００は、ＷＬＡＮ
認証サーバ７００からの代理認証要求を受信する。
【０１０９】
　ステップＳ２５７において、セルラ認証サーバ６００は、ＷＬＡＮ認証サーバ７００か
らの代理認証要求に基づいて、ＵＥ１００のネットワーク認証を行う。例えば、セルラ認
証サーバ６００は、ＵＥ　ＩＤにより、ｅＮＢ２００との接続を許可したＵＥ１００（す
なわち、オフロードに係るＵＥ１００）であることを確認した場合に、認証成功とする。
ここでは、セルラ認証サーバ６００での認証に成功したと仮定して、説明を進める。
【０１１０】
　ステップＳ２５８において、セルラ認証サーバ６００は、認証に成功したことに応じて
、ネットワーク認証の成功を示す認証許可をＷＬＡＮ認証サーバ７００に送信する。認証
許可は、ＵＥ　ＩＤ及びＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。ＷＬＡＮ認証サーバ７００は、
セルラ認証サーバ６００からの認証許可を受信する。
【０１１１】
　ステップＳ２５９において、ＷＬＡＮ認証サーバ７００は、セルラ認証サーバ６００か
らの認証許可をＡＰ３００に転送する。ＡＰ３００のネットワークインターフェイス３２
０は、ＷＬＡＮ認証サーバ７００から認証許可を受信する。
【０１１２】
　ステップＳ２６０において、ＡＰ３００のプロセッサ３４０は、ネットワークインター
フェイス３２０が受信した認証許可に応じて、ＡＰ３００との接続を許可するＷＬＡＮ接
続許可を、ＷＬＡＮ送受信機３１１からＵＥ１００に送信する。ＷＬＡＮ接続許可は、Ｗ
ＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤを含む。ＷＬＡＮ接続許可は、オフロードするトラフィックを指定
する情報（ベアラ識別情報など）をさらに含んでもよい。ＵＥ１００のＷＬＡＮ送受信機
１１２は、ＡＰ３００からのＷＬＡＮ接続許可を受信する。
【０１１３】
　ステップＳ２６１において、ｅＮＢ２００のプロセッサ２４０は、オフロードに係るト
ラフィックのうちＵＥ１００に未送信のもの（未送信データ）を、ネットワークインター
フェイス２２０からＡＰ３００に送信する。
【０１１４】
　ステップＳ２６２において、ＵＥ１００のプロセッサ１６０は、ＷＬＡＮ送受信機１１
２が受信したＷＬＡＮ接続許可に応じて、ＡＰ３００との接続を確立し、オフロードに係
るトラフィックをＡＰ３００と送受信する。
【０１１５】
　（３）まとめ
　このように、第２実施形態では、ネットワーク認証手順において、ＡＰ３００は、ＵＥ
１００を代理して、セルラ認証サーバ６００への認証要求を行う。これにより、ＵＥ１０
０がＡＰ３００に接続する際に、ＵＥ１００から認証要求を行う必要がないため、ネット
ワーク認証手順を速やかに開始することができる。
【０１１６】
　また、第２実施形態では、ｅＮＢ２００は、オフロードを行う前において、セルラ通信
システムにおけるＵＥ１００の識別子であるＵＥ　ＩＤ（セルラ端末識別子）をＡＰ３０
０に送信する。そして、ネットワーク認証手順において、ＡＰ３００は、ＵＥ　ＩＤを認
証要求に含める。これにより、ＵＥ１００がＡＰ３００に接続する際に、ＷＬＡＮのネッ
トワーク認証情報に代えてＵＥ　ＩＤを認証に使用することができる。ネットワーク認証
情報についてはＵＥ１００のユーザが手動で入力することが一般的であり、そのような手
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なく、ユーザの利便性も向上させることができる。
【０１１７】
　第２実施形態では、ネットワーク認証手順において、ＡＰ３００は、ＷＬＡＮ認証サー
バ７００経由でセルラ認証サーバ６００に認証要求を行う。これにより、ＷＬＡＮ認証サ
ーバ７００経由でＵＥ１００を代理してセルラ認証サーバ６００に認証を要求することが
できる。
【０１１８】
　［その他の実施形態］
　上述した各実施形態では、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００への接続要求にＷＬＡＮ　ＭＡ
Ｃ－ＩＤを含めて送信していた。しかしながら、ＵＥ１００は、ｅＮＢ２００への接続要
求とは別に、ＷＬＡＮ　ＭＡＣ－ＩＤをｅＮＢ２００に送信してもよい。例えば、ＵＥ１
００は、ｅＮＢ２００との接続を確立した後、ｅＮＢ２００からの要求に応じてＷＬＡＮ
　ＭＡＣ－ＩＤをｅＮＢ２００に送信してもよい。
【０１１９】
　上述した実施形態では、セルラ通信システムの一例としてＬＴＥシステムを説明したが
、ＬＴＥシステムに限定されるものではなく、ＬＴＥシステム以外のシステムに本発明を
適用してもよい。
【符号の説明】
【０１２０】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０、ＥＰＣ２０、ＵＥ１００、アンテナ１０１，１０２、セルラ送受
信機１１１、ＷＬＡＮ送受信機１１２、ユーザインターフェイス１２０、ＧＮＳＳ受信機
１３０、バッテリ１４０、メモリ１５０、プロセッサ１６０、ｅＮＢ２００、アンテナ２
０１、セルラ送受信機２１０、ネットワークインターフェイス２２０、メモリ２３０、プ
ロセッサ２４０、ＡＰ３００、アンテナ３０１、ＷＬＡＮ送受信機３１１、ネットワーク
インターフェイス３２０、メモリ３３０、プロセッサ３４０、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ５００、
セルラ認証サーバ６００、ＷＬＡＮ認証サーバ７００
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